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してその書き写しが『海外聞見録』4「別刀剿倭」に収録している。 
〔彼らが〕答えて「日本薩摩州の大将軍沈安道配下の将帥であり、安南国に行

き、新しく和親を通じようとする」と言い、一幅の文書を提示した。その内容を

略すと「安南国布政州右奇副将北軍都督華郡公が日本貴国薩隅日三州太守藤原家

大将軍に復書します。……以前日本国の商人が衣袽（漏れを防ぐのに用いるぼろ

布）を備えることを疎かにしたため（＝船が破損したため）、心からとても哀れに

思って、謹んで国政尚父平安王に申し上げ、船舶を修理し、人々を送還させまし

た。……意外にも大将軍の度量が広く、人を手厚くもてなし、異国の宝物を重宝

して、遠方からの賓客があれば人を遣わして返礼させ、手厚く貴重品を贈ってく

ださり、その恩寵の非常に大きく貴重でございます。また書簡［官書］の中で、

詳細に記述されていた大将軍のお言葉は、まさに私の意に沿うものでございま

す。」（答曰、「日本薩摩州大將沈安道標下將官、差往安南國、新通和好者也」、投

示一幅書。略曰、「安南國布政州右奇副將北軍都督華郡公安南國布政州右奇副將北

軍都督華郡公、復書日本貴國薩隅日三州太守藤原家大將軍。……曩因日本商人、

戒忽衣袽、心甚可憫、恭禀布
ママ

政尚父平安王、整治船艘、使人送還。……不意大將

軍、量曠度弘、人容物接、珎重異國金玉、遠賓逮使人回、厚贈以珍、餘波宏大且

貴。官書中、具述大將軍寄言、正合我意。」）

そして李箕賓はそれらを「安南が日本と通交する文書であり、日本が今また答礼する

ものである（蓋安南通好日本之書、而日本今又報聘也）」と判断した。そもそも朝鮮水

軍に提示されたのは、華郡公が家久に送る復書である。若し洪玉山の船が安南から日

本に帰っていたとしたら、封印されていたはずの華郡公の復書を勝手に朝鮮水軍に提

示したのは少し不自然である。むしろ「答安南国書」を伝えるために安南に向かって

いたため、家久に雇われた証拠として華郡公の復書を持っており、そして朝鮮水軍に

提示したと考えるのが自然ではないだろうか。即ち彼らは、家久に雇われ安南に〈復

書〉を送る任務を兼ねていた華人の商船であると思われる［図 1 右］。 
 
おわりに

李箕賓は獄中で「中国人だと雖も、倭賊と同船して商売しているならば、乱民であ

ることは疑う余地はありません（雖曰中國人、旣與倭賊同船商販、則其爲亂民、似無

可疑）」と弁明した（『実録』光海 5 年（1613）1 月丙戌）。意外にも彼は、その正体を

的確に把握していたと言える。しかし『実録』の史官は李箕賓と彼を重用した光海君

を誹謗する目的で〈琉球王子殺害譚〉にすり替えた。琉球との直接な外交関係が途切

れ、薩摩藩が琉球を侵攻しその王が捕らわれたという情報だけを得ていた朝鮮政府と

中央の知識人に、事件の真偽を確認するすべは残っていなかった。その結果、朝鮮後

期において〈琉球王子殺害譚〉が広く受け入れられたと考えられる。 
                                                  
4 済州牧使宋廷奎（1656-1710、在任 1704-1706）が在職中得た記録をまとめた書物。 

15世紀におけるキリスト教世界の首都ローマ 

―都市の再建活動に着目して― 
 

西洋史学 博士前期課程２年 
谷 香里奈 

 
 

はじめに 

 都市ローマの再整備は、バロック期の 16 世紀末から 17 世紀にローマ教皇シクスト
ゥス 5 世（在位 1585-1590 年）、ウルバヌス 8 世（在位 1623-1644 年）によってなさ
れ、バロックを象徴する姿は、現在の都市ローマに近い景観となった。一般的に、都市

ローマにおける再建活動は、1527 年のローマ劫掠によって荒廃した都市を立て直した
バロック期の都市計画に注目される。この都市計画の目的は、都市ローマをキリスト教

世界の首都として改造し、巡礼者を都市に呼び寄せることであった。 
 とはいえ、バロック期以前、つまりローマ劫掠以前にも都市ローマにおける再建活動

は行われていたのである。チャールズ・スティンガーは、ニコラウス 5世（在位 1447-
1455 年）が 1450 年の聖年に向けてバチカン地域を中心に都市の再建活動が行われた
と述べている1。ニコラウス 5 世はバチカン地域を指すボルゴ地区を中心に再建活動を
行った。これに対し、エリザベス・マケイヒルはアヴィニョンからローマに帰還した教

皇マルティヌス 5 世（在位 1417-1431 年）によって都市の再建活動は見られると指摘
する2。マルティヌス 5世は、都市の再建に際して、1425年の法令で街路監督官（Maestri 
di Strada）3に都市の美観保全の権限を付与し、これ以降、教皇が都市改造を進める中

で街路監督官を担い手とした。街路監督官は、都市ローマの役人であったが 15世紀を
通じて教皇庁の役人となっていった。街路監督官は、個人間の係争の裁判官であったが、

都市の道路網や建物、広場を監督する権限を持ち、必要に応じて公有地や私有地の建築

許可状を発行していた。 
このような都市ローマにおける 15世紀の都市再整備に関する研究は、教皇が主体と
なって遂行してきたこと、街路監督官に関する教皇による法令（1425年、1452年、1480

 
1 Stinger, Charles, The Renaissance in Rome, Bloomington: Indiana University Press, 
1985, pp.6-7. 
2 McCahill, Elizabeth, Reviving the Eternal City: Rome and the Papal Court, 1425-
1447, Roma: Harvard University Press, 2013（以下、McCahill(2013)と略）, pp.20-44. 
3 岡北(2012)によると都市施設管理官、山辺(2021)によると街路監督官と訳されている。
本稿ではMaestri di Stradaを街路監督官と示す;岡北一孝「1452年の『教皇ニコラウス 5
世によって新たに承認された都市施設管理官に関する法規』へのアルベルティの関与につ

いて」『日本建築学会計画系論文集』77-679、2012年、2219-2224頁; 山辺規子「三章６
中世後期の教皇と教皇領」齋藤寛海(編)『イタリア史 2:中近世史』山川出版社、2021年。 
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年）を分析し言及しているが、街路監督官が都市の再整備の中で実際に果たした役割の

視点についてはほとんど言及されていない。 
そこで本報告では、マルティヌス 5世（在位 1417-1431 年）からシクストゥス 4世

（在位 1471-1484 年）までの都市の再建活動を中心に考察を進めていく。そして最後
に、15世紀の都市の再整備がどのように変化したのかを検討する。 
 
１．教皇による都市改造 

まず、15 世紀において教皇が取り組んだ都市改造の実態を見ていく。マルティヌス
5世、ニコラウス 5世、シクストゥス 4世がそれぞれどのような事業に取り組んだのか
を取り上げる。教皇たちによる都市の再整備は、次代の教皇に継続を促した事業ではな

く、それぞれ個別に取り組んだ政策である。マルティヌス 5世はアヴィニョンからロー
マに帰還した教皇として、都市の再整備に取り組んだ最初の教皇であり、ニコラウス 5
世とシクストゥス 4世については、それぞれ聖年にあたる時期の教皇である。この 3人
の教皇による都市の再建活動に注目することで、15 世紀の都市の変化の外郭を把握す
ることができる。 
マルティヌス 5世が取り組んだ事業については、サンタ・マリア・ソプラ・ミネルヴ
ァ教会やサンタ・マリア・デル・ポポロ教会をはじめとする教会の再建、パパリス通り

の道路整備、サント・ステファノ施療院の再建、都市の城壁、城塞、港の修復が挙げら

れる4。マルティヌス 5 世の都市改造の構想や計画は、具体的な形で残されていないた
め、どのような意図を持って図られたかは定かでない。考えられることの一つとして、

巡礼者を招くための整備であった。都市ローマには施療院が至る所にあり、病人や孤児、

娼婦などを受け入れるだけではなく、巡礼者をも受け入れていた。サント・ステファノ

施療院はハンガリー人の巡礼者のための施設である。この再建と教会の再建を考慮する

と、教皇は巡礼者を受け入れる体制を整えるために都市を再整備していたのである。 
ニコラウス 5世は、バチカンを含むボルゴ地区を中心に、サン・ピエトロ大聖堂など
重要な教会、3本の道路整備、城壁、水道の修復を行った。マルティヌス 5世と同様に、
都市の再建の計画案を残してはいないが、ニコラウス 5世の伝記作家ジャンノッツォ・
マネッティの記述にはニコラウス 5世の都市の再整備について言及されている。マネッ
ティによると、ニコラウス 5世の都市計画のビジョンは 5つに分かれ、①ローマの城壁
の修復、②40以上の重要な教会の修復、③ボルゴ地区の再建、④バチカン宮殿の建設、
⑤サン・ピエトロ大聖堂の再建となっている5。これらのビジョンは、マネッティの記録

によるもので、情報源が脆弱ではあるものの、いくつかは実際に行われたものである。 
ニコラウス 5世による再建活動は、1450年の聖年のためであることは既に周知の事

 
4 McCahill(2013), p.38. 
5 Magnuson, Torgil, Studies in Roman Quattrocento Architecture, Stockholm: 
Almovist&Wiksell, 1958（以下、Magnuson(1958)と略）, p.58. 

実であるが、聖年がなぜ重視されているのかを考える必要がある。聖年が重視される理

由として、都市に経済発展をもたらすことが挙げられる。マネッティによると、1450年
の聖年でローマを訪れた巡礼者たちがローマにもたらした財貨が、教皇の都市計画に資

金を提供することになった6。 
シクストゥス 4 世の再建活動は、ニコラウス 5 世の再建活動を発展させたものであ
り、パパリス通りやシスティーナ通りの道路整備、広場、水道、橋、教会、施療院の修

復が行われた7。シクストゥス 4世は自らを「都市の修復家 Urbis Restaurator」と呼称
し、ローマ市民を管理する教皇の権限を広げていった8。それはローマ総督に自身の親

戚であるレオナルド・デッラ・ローヴェレを就かせたこと、ジョルジョ・デッラ・ロー

ヴェレを都市計画に関与させたことに見られる。都市の再整備は、1475 年の聖年が目
的であることは確かであるが、特に古代ヴィルゴ水道の修復はローマの人々に水を行き

渡らせ、シスト橋の建設はバチカンとローマ市中心部を結ぶルートをもたらすなど、市

民生活の質の向上にも繋がっていた。 
以上の教皇による都市改造から見えてくることは、いずれの教皇も巡礼者を意識した

都市づくりに取り組んでいたことである。同時に、時代が後半に行くにつれ、教皇によ

る都市改造が巡礼者だけではなく、ローマの住民たちにとって恩恵を受ける側面があっ

たということである。 
 
２．街路監督官 
次に、都市ローマの発展に教皇庁の管轄下にあった街路監督官がどのように関わって

いたのかを建築許可状9から見ていく。建築許可状とは、街路監督官が公有地や私有地

での建設活動を許可する内容の文書である。1425年にマルティヌス 5世が街路監督官
に対して出した法令の中に、街路監督官に公有地を監督する権限を付与することが明示

されている10。 
マルティヌス 5世治世下で発行された建築許可状は、1426年に出された 1件のみで
ある。その建築許可状は、サンタ・マリア・デッラーニマ施療院に対して壁を建設する

許可を出したものである。サンタ・マリア・デッラーニマ施療院はドイツ人の巡礼者の

ための施設であり、パリオーネ地区に所在する。この建築許可状は街路監督官が公有地

 
6 Magnuson(1958), p.61. 
7 Cantatore, Flavia, “Sisto IV committente di architettura a Romatra magnificenza e 
conflitto”, Chiabò, Maria(a cura di), Conguire e Conflitti: l’affermazione della signoria 
pontificia su Roma nel Rinascimento: politica, economia e cultura, Roma: Roma nel 
Rinascimento 2013, pp.313-338, pp.315-316. 
8 Blondin, Jill, “Power Made Visible: Pope Slxtus IV as Urbis Restaurator in 
Quattrocento”, The Catholic Historical Review, 91-1, pp.1-25, pp.7-8. 
9 Verdi, Orietta, Maestri di edifici e di strade a Roma nel secolo XV: fonti e problemi, 
Roma: Roma nel Rinascimento, 1997（以下、Verdi(1997)と略）, pp.88-188の巻末史料
を参照する。 
10 Verdi(1997), pp.43-44. 
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4 McCahill(2013), p.38. 
5 Magnuson, Torgil, Studies in Roman Quattrocento Architecture, Stockholm: 
Almovist&Wiksell, 1958（以下、Magnuson(1958)と略）, p.58. 
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許可を出したものである。サンタ・マリア・デッラーニマ施療院はドイツ人の巡礼者の

ための施設であり、パリオーネ地区に所在する。この建築許可状は街路監督官が公有地

 
6 Magnuson(1958), p.61. 
7 Cantatore, Flavia, “Sisto IV committente di architettura a Romatra magnificenza e 
conflitto”, Chiabò, Maria(a cura di), Conguire e Conflitti: l’affermazione della signoria 
pontificia su Roma nel Rinascimento: politica, economia e cultura, Roma: Roma nel 
Rinascimento 2013, pp.313-338, pp.315-316. 
8 Blondin, Jill, “Power Made Visible: Pope Slxtus IV as Urbis Restaurator in 
Quattrocento”, The Catholic Historical Review, 91-1, pp.1-25, pp.7-8. 
9 Verdi, Orietta, Maestri di edifici e di strade a Roma nel secolo XV: fonti e problemi, 
Roma: Roma nel Rinascimento, 1997（以下、Verdi(1997)と略）, pp.88-188の巻末史料
を参照する。 
10 Verdi(1997), pp.43-44. 
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に対して発行された初めてのものであることを留意しておかなければならない。 
ニコラウス 5世治世下では、建築許可状は 1452年に 2件発行されている。1件はピ
ーニャ地区の家を塀で囲うことに対しての建築許可、もう 1件は同地区の家の前に塀を
建てることに対しての建築許可で、その 2件の建築許可状は私有地に限定されている。
私有地に出された建築許可状だけであるというのも、街路監督官は公有地に建築許可状

を発行する際には教皇の許可が必要であると 1452年に出された街路監督官に関する法
令で定められたからである11。 
シクストゥス 4世治世下では、1480 年の法令で公有地の建築許可状の発行権が街路

監督官からカメルレンゴに移ることとなった。その中で、カメルレンゴの命令の下で街

路監督官は 1472年のコロンナ地区のサン・サルバトーレ施療院に対して土地を提供す
ること、1482 年にはパリオーネ地区のナヴォーナ広場の整備に対して建築許可状を 2
件発行している。 
街路監督官が発行した建築許可状は特にパリオーネ地区に集中しており、さらに、カ

ンピドーリオ広場で毎週開催されていた市場が 1477年にナヴォーナ広場に移されたこ
とも考慮すると、15 世紀にかけてパリオーネ地区周辺の開発が活発であったといえよ
う。15 世紀後半のナヴォーナ広場周辺の発展は、都市ローマの経済的中心地の形成に
もつながった。ピーニャ地区は、地区内を巡礼者が利用するパパリス通りが通っていた

ことから、建築許可状が交通路の整備のために出されたと推察する。つまり、教皇によ

って進められていた都市の再整備は、15 世紀全体を通じて経済的にも社会的にもキリ
スト教世界の首都たる都市として機能させるために、教皇庁の管轄下にあった街路監督

官の働きが必要であったことがわかる。 
 
３．おわりに 

以上の考察を踏まえ、15世紀における都市ローマの発展と意義について提示する。 
まず、いずれの教皇もキリスト教世界の首都としてローマの都市改造に降り組んで

いたということである。バロック期の都市改造と同様に、聖年が都市整備のきっかけ

になっていた。マルティヌス 5世の治世では聖年を迎えていないが、ニコラウス 5世
やシクストゥス 4世と同様に巡礼者を受け入れるという目的は共通している。 
そして、都市の再建活動によって、教皇がローマ市民の生活の質を向上させたこと

を考慮に入れなければならない。1420年の教皇庁のローマ帰還以降も、都市政府は存
在していたが、街路監督官は都市政府から教皇庁の管轄下に移行され、ローマ市民の

中の中産階級が任命されていた。本稿では、教皇の再建活動に注目したため、街路監

督局を務めた中産階級の視点を含んではいない。中産階級も併せて都市の再建活動を

捉えることは、15世紀の都市ローマがどのように形成されたのかについて新たな視野
を提示することになると考える。 

 
11 Verdi(1997), pp.44-59. 

ブラジルコーヒー産業におけるサントスコーヒー取引所の役割 

―外務省通商局「サントス珈琲取引所」を用いて― 
 

西洋史 博士前期課程２年 
野口 駿之介 

 
はじめに 

 商品に関する歴史は、グローバルヒストリーの重要な研究領域となっている。なかで

もコーヒーは商品に内包される「比較」と「関係」の観点を検討するのに格好の商品と

いえるだろう。Clarence-Smith/Topikは、従来のコーヒー史研究が生産地と消費地ばかり
に焦点を当て、仲介業者(Intermediaries)を軽視してきたと指摘している1。仲介業者に注

目することで、生産地の内的要因に反応する商品連鎖プロセスを理解することが可能で

はないだろうか。というのも、輸出・入業者に着目した研究には、仲介業者の重要な役

割をうかがわせる記述が多数存在するからである。しかし、コミサリオ(Comissário)に注
目した研究は少なく、その役割は無視されているといえる。コミサリオはコーヒーの委

託販売業者であり、農園に対しては、金融サービスや生活必需品などの販売を行った。

つまり、コミサリオはコーヒー農園と輸出業者をつなぐ役割を果たした。数少ない先行

研究では、20 世紀以降に外国の輸出業者の進出によって、コミサリオの役割が失われ
ると位置づけられている2。しかしコミサリオは生産者と輸出業者との取引においてコ

ーヒーを商品化する役割を果たし、その役割の中身が時代により変化していることをう

かがわせる史料が確認できる3。 
 ブラジルのコーヒー産業は 19世紀末から 20世紀初頭に最盛期を迎え、1929年の世
界恐慌、1930年の革命による打撃を受けるまでは主要セクターであった。なかでも
1920年代は、過剰生産問題への対応、主なコーヒー市場の変化(ヨーロッパからアメリ
カ合衆国へ)、アメリカ合衆国が 1920年代に大衆消費社会を迎えたことなど重要な転
換期であった。この転換期におけるブラジルコーヒー産業の先行研究では、国家や州

の役割が強調され、民間部門には焦点が当てられてこなかった。そこで、コミサリオ

に着目することで、同時期における民間企業のダイナミズムを検討することが可能で

あると考える。同時期において、サントス市場では、大小 120余のコミサリオが営業

 
1 Clarence-Smith/Topik, The Global Coffee Economy in Africa, Asia, and Latin America, 1500–
1989, 2006. 
2 Robert Greenhill, The Brazilian Coffee Trade, D.C.Platt, Business Imperialism 1840-1930, 

Oxford at the Clearendon press, 1977. 
3 外務省通商局(俣野康之)『コミッサーリオ』同、1931年。 
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